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Ⅰ はじめに
2014年 3月に、アメリカ合衆国ボスト
ンにあるコミュニティ・カレッジを調査す
る機会に恵まれた。本稿では、アメリカの
コミュニティ・カレッジを概観した上で、
訪問先のマサチューセッツ州ボストンにあ
るバンカー・ヒル・コミュニティ・カレッ
ジを取り上げる。人種的多様性に富む同カ
レッジでは、準学士や認定証（certificate）
の取得を推進するために様々な取り組みが
行われている。ここでは、1）全学的に実
施されているラーニング・コミュニティ
（Learning Communities）と、2）医療関連
分野の高大接続を意図した「繁栄への道筋
（Pathways to Prosperity）」プログラムに焦
点をあてることにしたい1）。
Ⅱ アメリカのコミュニティ・カレッジ
まず、現代アメリカの教育改革におい
て、コミュニティ・カレッジがどのような
位置を占めているかをみておく。オバマ政
権は発足以降、コミュニティ・カレッジの
強化に一貫して取り組んできた。4年制カ
レッジへの進学志向が強いアメリカだが、
入りやすくても卒業は難しいといわれるよ
うに、4年制の学位取得率はなかなか改善
しない。オバマ政権は、むしろ 2年制のコ
ミュニティ・カレッジへの進学を増やし、
課題となっている中間程度の技能レベルの
労働力養成を重視している。よい収入を得
るためにハイスクールの卒業だけでは不十
分だとして、すべてのアメリカ人が少なく
ても 1年間の高等教育もしくは職業訓練を
受け、学位や職業関連の認定証等を取得し
て労働市場へ出るよう奨励している2）。
その一方で、全入制のコミュニティ・カ
レッジは、ハイスクール卒業生にとって必
ずしも望ましい進学先とは考えられていな
い。また、コミュニティ・カレッジへの入
学とそこで学位取得プログラムへ入ること
は同じではなく、後者では英語と数学のプ
レイスメント・テストに合格する必要があ
る。基準に満たない学生が補習教育（reme-
dial/developmental education）を受講するの
であり、その率は 4年制よりかなり高く入
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学者の 6割とされる3）。彼らの多くは学位
プログラムに入る前に退学することから、
2年制カレッジの 3年以内の卒業率は全米
平均で 20％ しかない4）。こうした現状を
改革しようと、オバマ大統領は 2020年ま
でに 500万人の学位・認定証取得者を創出
することを目標に掲げている。
次に、アメリカ・コミュニティ・カレッ
ジ協会（American Association of Community
Colleges）の資料から、コミュニティ・カ
レッジの現状を概観する5）。アメリカには
2年制カレッジが 1,132校あり、そのうち
私立等が 146校、残りの 986校が公立とな
っている。学生数 870万人のうちフルタイ
ムの生徒は 4 割のみで、アメリカでは昨
今、景気が回復傾向にあることからその数
は減少しつつある。学生の平均年齢は 28
歳で女子が 57％を占め、人種構成は白人
51％、ヒスパニック系 19％、アフリカ系
アメリカ人 14％、アジア系 6％ となって
いる。大学院生を除くアメリカの全学部生
の 45％が、コミュニティ・カレッジで学
んでいるという。
学費については、授業料と諸経費の合計
が州立の 4年制大学で年間 8,890ドルかか
るのに対して、公立のコミュニティ・カレ
ッジでは 3,290ドルに抑えられている。し
かし、テキスト代等の諸費用も含むと以前
ほどの割安感はなくなったとされる。財源
は、授業料 29.5％、州 28.1％、地域 17.3％
（コミュニティ・カレッジの通学区ごとに
課される税金を指す）、連邦 16.1％となっ
ている。地域からの拠出がない州もあり、
後述するように、財源の構成は州によって
かなり異なる。
このようなコミュニティ・カレッジが、
アメリカでは自宅から車で 1時間内の距離
に立地していることが多く、都市部から農
村部まで地域ごとの様々な教育訓練のニー
ズに応えている。以下、人種的に多様な都
市部、ボストンにあるコミュニティ・カレ
ッジを取り上げる。
Ⅲ バンカー・ヒル・コミュニティ・
カレッジの概要
バンカー・ヒル・コミュニティ・カレッ
ジは、ボストンにあるマサチューセッツ州
最大のコミュニティ・カレッジである。以
下、ウェッブページから引用すると6）、在
籍者は 14,000人以上、昼夜のみならず深
夜や週末にウェブの活用や通信教育を含む
様々な形態で科目提供を行っている。同カ
レッジはまた、マサチューセッツ州の高等
教育の中で最も多様性に富んだ教育機関の
一つである。在学生はアフリカ系アメリカ
人が 24％、ヒスパニック系が 21％、アジ
ア系が 11％を占めるのに対して、白人学
生の割合は 28％にとどまる7）。このため、
第二外国語としての英語（English as Second
Language, ESL）といった科目が多数開講
されている。また、後述するように、この
カレッジは個別指導やオルターナティブな
指導方法の開発により国際的にも知られて
いる。学生の平均年齢は 27歳、女子学生
の比率が 56％で全学生の 84％がキャンパ
スから 16 km 圏内に居住している。
このカレッジで、学期に 12単位以上履
修するフルタイム学生の割合は 3分 1であ
る。ここで 1単位とは、いわゆる座学では
50分程度の授業を指す。例えば、英語や
数学といった一般教育科目に多い 3単位の
授業時間は 150分となり、1週間に 1回も
しくは 2回の授業がある。実習や実験を伴
う科目の場合、授業時間はフレキシブルに
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設定されていてかなり長い8）。後述する看
護教育の場合、准看護師（Practical Nurs-
ing）の認定証取得のためには 39単位、理
系準学士（Associate of Science）を取得で
きる正看護師（Registered Nursing）プログ
ラムでは 57単位が必要となる。
同カレッジでは、認定証と学位のプログ
ラムが 100以上開講されている。マサチュ
ーセッツ州で需要が高く雇用が伸びている
分野としては、経営管理、コンピュータ情
報技術、刑事司法、幼児教育と福祉、工
学、ホテルとレストラン経営、医療検査技
師、看護教育、法律事務、視覚・メディア
芸術等がある。1単位あたりの授業料は州
民が 141 ドル、州外及び留学生は 347 ド
ル、医療系プログラムではこれに 1単位あ
たり 35ドルが加算される。この他、9 単
位以上履修する学生は健康保険料の支払い
が求められる。
加えて、コミュニティ教育（community
education）では地域住民のニーズに応える
科目が提供されている。第二外国語として
の英語を中心に、キャリア関係やフィット
ネス、コンピュータ関連の科目や医療保健
分野の認定証も取得できる。ウェブ受講に
よる個人啓発や専門性開発、専門的な継続
教育や免許取得も可能である。
以下では、バンカー・ヒル・コミュニテ
ィ・カレッジの特徴あるプログラムについ
て述べる。まず、ラーニング・コミュニテ
ィを取り上げる。
Ⅳ ラーニング・コミュニティ
1 「夢を叶える（Achieving the Dream）」
2014年 3月にバンカー・ヒル・コミュ
ニティ・カレッジを訪問した際、最もホッ
トな話題が、「夢を叶える」という団体の
2014年「リア・マイヤー・オースティン
賞（Leah Meyer Austin Award）」を受賞し
たことだった9）。2004年に設立されたこの
非営利組織は、特に低収入家庭出身や有色
の学生のコミュニティ・カレッジへの在籍
を促し、彼らの認定証並びに学位取得を支
援することを目的としている。今や高等教
育史において、学生の成功を目的とする最
も総合的な非政府改革ネットワークともい
われる。同カレッジはこの受賞により、学
生のさらなる成功を支援する目的で 25,000
ドルを獲得した。これはヘルムスリー慈善
信託（The Leona M. and Harry B. Helmsley
Charitable Trust）より提供されたものであ
る。
今回、同コミュニティ・カレッジがこの
賞を受賞した理由は、生徒を成功に導き公
正な結果を達成するため、カレッジ全体で
解決策を見出したことにある。改革のきっ
かけとなったのが、アカデミックな教育と
学生への支援サービスを統合したラーニン
グ・コミュニティ・プログラムだった。五
島敦子によれば、ラーニング・コミュニテ
ィとは、「いくつかの科目をつなげた、あ
るいは教材すべてを再構造化した様々な教
育課程構造の一つである。学習環境全体の
中で学生らが学んでいる教材の理解をより
深め統合する機会と、学生同士や教員との
接触を増やす機会を提供する10）」。同カレ
ッジが 2007年に「夢を叶える」のネット
ワークに参加し、ラーニング・コミュニテ
ィの取り組みを開始してから 5年で、以下
のような効果がみられた。
1）秋学期開始時から次年度の秋学期ま
での学生の継続率 41％→51％
2 ）科目修了率の上昇：黒人学生 68％
→72％、ラテン系学生 68％→74％、
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白人学生 74％→79％
3）カレッジ・レベルの英語の修了率 67
％→74％
4）補習教育の英語（読解と作文）の修
了率 72％→78％
5）ラーニング・コミュニティ・クラス
ターとセミナーの両方に在籍した学
生が、2年後、比較群より 7単位多
く取得
こうした効果の中でも特筆すべきは、有
色の学生並びにペル・グラント（ Pell
Grant，連邦政府が支出する大学生向けの
返還不要の奨学金）受給者の在籍率が、全
学生平均より高いことである。2011 年の
秋から 2012年の秋にかけての平均在籍率
は 51％だったのに対し、有色の学生は 54
％、学生数の 62％を占めるペル・グラン
ト受給者にいたっては 58％だった。この
ような効果を生んだとされるラーニング・
コミュニティの取り組みについて、次に取
り上げる。
2 ラーニング・コミュニティ
バンカー・ヒルの教員が「夢を叶える」
イニシアティブの基礎としてラーニング・
コミュニティを導入した背景には、次のよ
うな要因があった。まず、1）1973年のカ
レッジ創設当初、英語学習者のグループに
小規模な形で実施し、成功を収めたこと、
そして、2）ラーニング・コミュニティの
効果が、全米レベルの調査研究で裏付けら
れてきたことによる。この方法は、学問分
野間、そして補習教育からキャップストー
ン（capstone）と呼ばれるプログラムの実
践的な総仕上げ科目まで、すべての指導の
レベルで用いられている。強調されている
のは、学生の文化的背景に関連のある内容
やアクティブ・ラーニング、さらにはピア
・メンターやサクセス・コーチ・アドバイ
ザーを含む統合的な支援サービスである。
2012−13年度には専任教員のほとんどと、
パートタイムの教員もラーニング・コミュ
ニティのデザインと実施に関わった。今後
は、この取り組みを 9単位以上履修してい
るパートタイム学生にも拡げ、2012−13年
度には 4,000 人だった履修者を 2016 年ま
でに 6,500人に拡大する計画である。
次に、ラーニング・コミュニティの内容
についてみていく。同カレッジが開発した
ラーニング・コミュニティは、1）初年次
学生のためのラーニング・コミュニティ・
セミナー（Learning Community Seminars）
と、2）ラーニング・コミュニティ・クラ
スター（Learning Community Clusters）か
ら成る11）。まず、前者はテーマ中心の 3単
位のカレッジ・レベルの選択科目で、カレ
ッジへの移行を成功させる目的で設けられ
た。これは、学生をキャリアへの関心やア
カデミックな目標、もしくは個人的な経験
に携わらせるアカデミックなテーマのもと
にデザインされ、クラスごとに支援サービ
スを行う①サクセス・コーチ・アドバイザ
ーと、授業の内外で支援してくれる②ピア
・メンターが付く。①のアドバイザーと
は、セミナーの教員と共に学生の教育やキ
ャリアの計画を支援するスタッフで、在学
中は継続して同じアドバイザーが担当す
る。エディンガー学長によると、コミュニ
ティ・カレッジではとりわけ経済的な側面
への支援が欠かせないとのことだった。②
は上級学生が担っており、ACE（Achieve-
ment, Cultural Competency and Engagement）
メンターと呼ばれる。授業に出席して学生
のリソースになるとともに、新入生が学業
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や社会的環境に適応できるよう支援を行
う。
次に、ラーニング・コミュニティ・クラ
スターでは、複数の科目の教員が共通のテ
ーマの下で科目設計を行い、学生はそれら
の科目をグループで一緒に履修して現地調
査やチーム・プロジェクト等、実践的な活
動も行う。例えば、「伝統的な儀式と宗教
的な儀式と理由（Rites, Rituals and Rea-
sons）」では、アフリカ系アメリカ人の文
学をテーマとして異文化間の関係性を重視
した授業を行い、学生の作文力を高める。
これにより、英語と心理学の各 3単位を取
得できる。セミナーとクラスターのどちら
も、批判的思考、統合されたコミュニケー
ション、知識と能力、内省と自己評価、チ
ームワークといった共通の学習成果が組み
込まれている。準学士志望者もしくは 9単
位以上履修する学生は、ラーニング・コミ
ュニティ・セミナーもしくはクラスターを
初年次に履修しなければならない。こうし
たカリキュラムの再構築を促すために、革
新的な指導と学習シリーズ（The Innovative
Teaching & Learning Series, ITL）と題した
教員の専門性開発のためのプログラムが設
けられている。
このように、ラーニング・コミュニティ
は退学者の多いコミュニティ・カレッジで
学生の定着を図りつつ、アクティブ・ラー
ニング等を通じて学問分野への関心を高め
るための取り組みといえる。次節では、医
療関連のキャリアに関心を持つ生徒のため
の高大接続プログラムを取り上げる。
Ⅴ 「繁栄への道筋」プログラム
「繁栄への道筋」プログラムは、ハーバ
ード大学教育大学院とボストンに拠点を置
くシンクタンクのジョブス・フォー・ザ・
フューチャーによって創設された全米レベ
ルのイニシアティブである12）。これはマサ
チューセッツを含む 10州において、地域
の労働市場の需要を満たす仕事を学習に結
び付けた学生の進路＝道筋（pathway）を
開発しようとするもので、ボストンでは医
療関連職に興味を持つ生徒のために、ハイ
スクールの 4年間とコミュニティ・カレッ
ジの 2年間を接続する 6年間のパイロット
・プログラムが開発されている13）。端的に
いうと、このプログラムに参加しているボ
ストン公立学校区（Boston Public Schools）
の医療系ハイスクール 2校の生徒に、カレ
ッジの単位も同時取得できる二重在籍
（dual enrollment）14）科目として、同カレッ
ジの医療関係プログラムに入るための必修
科目を提供するものである。これにより、
学位や認定証の取得に向けてハイスクール
からカレッジへの円滑な移行が可能とな
る。
そもそもバンカー・ヒルには、「看護の
多様性に向けて行動を起こす生徒達」（Stu-
dents Taking Action for Nursing Diversity,
STAND）というプログラムが設けられて
いた。これは医療産業のキャリアに焦点を
あて、ハイスクールの 12学年生に教育や
経験、助言（mentoring）の機会を提供す
ることにより、医療格差の緩和に向けた人
材育成を行うことを目的とする。そのため
に同プログラムでは、ボストン公立学校区
の都市内部の（inner-city）学校、すなわ
ち、マイノリティや低収入家庭出身者が多
く在籍する学校の生徒に、看護プログラム
の入学要件を満たすための指導を行ってき
た。これは 3段階のプログラムになってお
り、STAND のプログラム要件と同カレッ
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ジの科目要件、さらに TEAS（Test of Essen-
tial Academic Skills）と呼ばれる看護学校
に入るための多選択肢型標準テストに合格
することで、難関の看護プログラムへの入
学が保障される。2012 年の広報誌によれ
ば、このプログラムへ入学を許可されるの
は 6人中 1人とのことだった15）。
このような STAND プログラムが 2005
年から実施されていながら、それを一部と
する「繁栄への道筋」プログラムが開発さ
れたのはなぜか。その理由は、既に言及し
たように、補習教育の必要を減らして学生
のカレッジへの移行を円滑にするためであ
る。そこで「繁栄への道筋」プログラムで
は、英語と数学のカリキュラムのレベルを
9 学年から引き上げるという調整を行っ
た。まず英語では、10学年からカレッジ
・レベルの科目（English 111）を履修する
ことを目標として、同カレッジの補習教育
科目（English 095 と Reading 095）の目標
を 9学年のカリキュラムに組み込んだ。同
じく数学では、カレッジ・レベルの科目
（Mathematics 194）を 10学年の後半から履
修できるよう、補習教育科目（Mathematics
093/097/099/194）の目標を 9学年のカリキ
ュラムに導入したという16）。
STAND と「繁栄への道筋」プログラム
の担当者、ロビンソン女史によると、こう
したカリキュラムの調整をハイスクールと
コミュニティ・カレッジの教員が協力して
表 1 ボストン・繁栄への道筋－医療
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行っている。ハイスクールの英語カリキュ
ラムには、カレッジで求められる批判的思
考（critical thinking）の視点が欠けている。
特定の様式で作文を書く等、ハイスクール
のカリキュラムは規範的なため、そこに批
判的思考を組み込むことが課題になってい
るとのことだった。
こうしたカリキュラムの調整とともに、
ボストン民間産業協議会（Boston Private In-
dustry Council）を通じて提供されるパスウ
ェイズ医療教育プログラム（ Pathways
Healthcare Education Program）が重要であ
る。これは臨床の現場に生徒を関与させる
もので、ジョブス・フォー・ザ・フューチ
ャーのホフマン博士も指摘していたよう
に、学校での学習が外の世界と結び付くこ
とで生徒は将来への展望を持ち、学業へと
動機づけられると考えられている。9学年
では病院見学や職場観察（job shadowing）
等を通じて医療分野の幅広いキャリアの選
択肢を探索し、10学年では十分な情報を
得た上で将来のキャリアに関する意思決定
ができるよう実践的なシミュレーションを
経験する。加えて、ハーバード大学医学部
の有志によるハーバード医学プログラム
（Harvard MedScience Program）では、実践
的な臨床例と教室での授業を結び付けた革
新的なハイスクール・レベルの科学カリキ
ュラムが提供されている17）。
その後、12 学年からは従来の STAND
プログラムに参加する。生徒は専任のコー
ディネーターから課業や時間割等について
のアドバイスや、正看護師でもある看護プ
ログラムの教授から一対一の指導を受けた
りもできる。進路は准看護師だけでなく、
医療関連分野の医療技術者、外科技術者、
救急医療技術者、在宅医療助手、看護助手
等、選択肢の幅は広い。ウェブサイトによ
れば、福利厚生のある報酬の良いキャリア
に向けて、生徒がスキルを積み上げていく
ための基礎となるのがこのプログラムであ
る。今回、開発された 9学年からの「繁栄
への道筋」プログラムは、STAND への円
滑な移行を目的としてハイスクール在学中
からカレッジの単位を積み重ねていくこと
に主眼が置かれていた18）。
Ⅵ 民主主義を体現するカレッジとして
－結びにかえて－
以上、文化的多様性を特徴とするバンカ
ー・ヒル・コミュニティ・カレッジでは、
学位や認定証の取得へと学生を導くために
様々な取り組みが行われていた。まず、ラ
ーニング・コミュニティでは学生のカレッ
ジへの定着を図るとともに、学問分野への
オリエンテーションが図られ成果を挙げて
いる。また、競争率が高いことで知られる
看護プログラムでは、在籍者の構成に人種
的多様性を反映させようと、STAND に加
えて「繁栄への道筋」プログラムが開発さ
れていた。
その一方で、マサチューセッツ州におい
てコミュニティ・カレッジはいわば影であ
ると、エディンガー学長は述べていた。ボ
ストンの近隣にはハーバード大学をはじめ
私立の有名校が多数あり、10 マイル四方
に 40ものカレッジが林立するという。教
育レベルが高く、科学技術も雇用も存在す
るマサチューセッツでは州民の収入も高
い。そうした状況下で州内に 15校あるコ
ミュニティ・カレッジの社会的地位は高い
とはいえず、財政基盤も脆弱なため外部資
金の獲得に奔走しなければならないのが実
情である19）。
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にもかかわらず、コミュニティ・カレッ
ジが果たすべき使命はますます重要になっ
てきたと、エディンガー学長は指摘してい
た。昨今、学生ローンによる負債やカレッ
ジ卒業生の就職問題が深刻化し、多くのハ
イスクール卒業生にとって高等教育への進
学が手の届かないものとなりつつある。そ
うした今だからこそ、高等教育を低収入家
庭出身の学生にもアクセス可能なものにす
ることがコミュニティ・カレッジの大きな
役割である。そのためにバンカー・ヒルで
は、彼らの経済的、教育的かつキャリアの
ニーズを見据えた総括的なアプローチが開
発されていた。エディンガー学長によれ
ば、コミュニティ・カレッジは民主主義を
体現するカレッジ（Democracy’ s College）
であるという。
以上、今回の訪問を通じて、自らも移民
出身であるエディンガー学長の民主主義へ
の強い信念を感じ取ることができた。
注
１）今回の調査は、科学研究費補助金「中等段階
の職業・専門教育と高等段階の専門教育の連携に
関する国際比較研究」（研究課題番号：25285228
代表者：横尾恒隆）の助成を受けたものであ
る。2014年 3月 4日にバンカー・ヒル・コミュ
ニティ・カレッジを訪問し、学長のエディンガ
ー（Pam Y. Eddinger）博士、「繁栄への道筋」プ
ログラムを担当するロビンソン女史（La Toya
Robinson）、ボストンに拠点を持つシンクタン
ク、ジョブス・フォー・ザ・フューチャー（Jobs
for the Future）で同プログラムの責任者を務める
ホフマン（Nancy Hoffman）博士にインタビュー
を行った。
２）WWW.WHITEHOUSE.GOV, http : //www.white-
house.gov / issues /education / higher−education（ ac-
cessed June 25, 2014）．
３）ナンバリングにより州内でカリキュラムのレ
ベルは標準化されていることから、4年制大学
への転学（transfer）が可能となる。
４）The Chronicle of Higher Education, http : //col-
legecompletion.chronicle.com/state/#state＝ma&sec-
tor＝public_two（accessed June 25, 2014）.
５）American Association of Community Colleges,
2014 FACT SHEET, http : / /www. aacc. nche. edu /
AboutCC/Documents/Facts14_Data_R3.pdf（accessed
June 25, 2014）.
６）Bunker Hill Community College, http : / /www.
bhcc.mass. edu / about / institutionaleffectiveness / fast-
facts/, http : //www.bhcc.mass.edu/about/aboutbhcc/
（accessed June 25, 2014）.
７）ボストンの人種構成を以下に示す。括弧内は
マサチューセッツ州の数値である。白人 47.0
（75.3）％、アフリカ系アメリカ人 25.4（7.1）
％、ヒスパニック系 17.4（10.1）％、アジア系
9.1（5.7）となっている（United States Census Bu-
reau, http : //www.census.gov/acs/www/, accessed
June 25, 2014）。
８） Bunker Hill Community College, Fall 2014
Credit Course Schedule, http : //www.bhcc.mass.edu/
media / 01 − collegepublications / courseschedules /
BHCC−Fall−2014−Course−Schedule.pdf（accessed
June 25, 2014）.
９）Bunker Hill Community College, http : / /www.
bhcc.mass. edu / about / achievingthedream / , http : / /
www.bhcc.mass.edu/media/03−documents /Bunker-
HillLMAAwardBrochure. pdf（ accessed June 25,
2014）.
１０）五島敦子「ラーニング・コミュニティ」によ
るカリキュラムの再構築－教員の協働性を支え
るために」南山大学人間関係研究センター『人
間関係研究』第 13号、2014年、1−19頁を参照。
１１）Bunker Hill Community College, http : / /www.
bhcc. mass. edu / learning − communities /（ accessed
June 25, 2014）.
１２）Bunker Hill Community College, http : / /www.
bhcc.mass.edu /stand /（accessed June 25, 2014）．
「繁栄への道筋」プログラムの詳細は、他稿を期
したい。端緒となったハーバード大学教育大学
院の報告書『繁栄への道筋』については、西美
江「米国ハイスクールにおける職業教育の再評
価」技術教育研究会『技術教育研究』No.72、2013
年 7月、46−53頁を参照。
１３）パスウェイについては、西美江「アメリカに
おけるハイスクールとコミュニティ・カレッジ
の接続－二重単位（dual credit）に焦点をあて
て」日本産業教育学会『産業教育学研究』44
関西女子短期大学紀要第 24号（2014）
― ４８ ―
（2）、2014年 7月、19−27頁を参照。
１４）二重在籍については、河合久「米国の Dual En-
rollment による高等学校教育改革－ College
Course Taking, a Tool for High School Reform」
『国立教育政策研究所紀要』138、2009年、97−106
頁参照。
１５）Bunker Hill Community College, BHCC Maga-
zine, Fall/Winter 2012, http : //archives.lib.state.ma.
us / bitstream / handle / 2452 / 127469 / ocm71834627−
2012−fal−win.pdf?sequence＝1（accessed June 25,
2014）.
１６）ジョブス・フォー・ザ・フューチャーのホフ
マン博士より提供を受けた資料による。
１７）Harvard Medical School, http : / / medscience.
squarespace.com/（accessed June 25, 2014）．
１８）看護分野の特徴的なプログラムとしては、こ
の他にも「国際的に教育された看護師のための
ボストン・ウェルカム・センター（The Boston
Welcome Back Center for Internationally Educated
Nurses）」がある。これは近隣のコミュニティ・
カレッジとマサチューセッツ州高等教育省、州
立マサチューセッツ大学ボストン校との連携に
より運営され、外国で教育を受けた看護師を対
象にマサチューセッツ州で看護師として働くた
めの再教育を行っている。
１９）エディンガー学長は以前、カリフォルニア州
のコミュニティ・カレッジで学長を務めていた。
同州には 110校のコミュニティ・カレッジがあ
り、財政基盤やカリキュラムの接続、4 年制へ
の転学等も州内で標準化されている。
西 美江 アメリカのコミュニティ・カレッジ
― ４９ ―
